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菅総理「日米合意尊重」 

普天間基地移転 
 普天間基地移転で大きな期待を抱かせた鳩

山首相が辞任し、沖縄では知事選も控えて与

党民主党の混迷が続く中、６月23日の沖縄慰

霊の日、戦没者追悼式が行われました。 

 糸満市の摩文仁の平和祈念公園で開かれ

た式典には菅総理も出席しました。就任早々

鳩山前首相のアメリカとの合意を尊重すると

述べ、普天間基地の辺野古移転を進める意

向を表明している総理は沖縄の過重な負担に

「おわび」「感謝」を表明しながら｢沖縄の負担

がアジア太平洋地域の平和と安定に繋がって

きた｣と抑止力を強調し、県民から厳しい批判

を浴びています。 

  その式典の中で渦中の普天間の高校生が

県民の思いをこめた自作の詩を披露しました。

テレビでも一部報道されたその詩をここに掲

載します。 
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学習会のお知らせ 

井上ひさしさんの志を受け継いで 

九条の会講演会盛大に 
「井上ひさしさんの志を受けついで ６月 19 日
九条の会講演会が開かれ、全国各地からの参加者

で会場は埋め尽くされました。 
講演会ではよびかけ人の大江健三郎、奥平康弘、

澤地久枝の各氏が講演、つごうで参加できなかっ

た梅原猛さんと体調を崩して参加をとりやめた鶴

見俊輔さんからはメッセージがよせられ紹介され

ました。講演会にさきだってひらかれたよびかけ

人会議には三木睦子さんも討論に参加されました。 

また、井上ひさしさんのおつれあいの井上ユリ

さんも参加、参加者にあいさつをされ、井上ひさ

しさんが、「言葉を道具に働いている作家として、

どうしたら平和や９条を多くの人たちに伝えられ

るか、９条の講演会でも、あるいは芝居や小説を

書くときも一生懸命苦心」してきたことを紹介。 
つづいて、「井上ひさしさんの思いがすべて表

現されている」（ユリさん）という『吉利吉利人』

の一節が朗読されました。（九条の会ニュースより） 

九条の会・流山の世話人からは４名が参加。 
会の詳報は九条の会のホームページでごらんに

なれます。 また会員の鈴木光治さんからお寄せ

頂いたレポートを別紙でご紹介します。 
＜お知らせ＞ 

「平和を願う市民の集い 2010」 

 ～ 地域から平和を創る ～ 
日時 ７月２４日(土)１３；３０～１６；４０ 

会場 千葉県教育会館大ホール 会費 500円 

主催「平和を願う市民の集い 2010」実行委員会 

第 1部 

●コント・パントマイム 松元ヒロ 公演 
第２部 

●シンポジウム 
  ◇ 基調講演 

平和市長会議議長

秋葉忠利広島市長 
   （仮題）「平和市長

会議が目指すもの」 

●パネルディスカッション「地域から平和を創る」 
（パネリスト） 
◇石井俊雄長生村村長 
「平和憲法にこだわり、国民保護条例制定を慎

重に」 
◇ 熊谷俊人千葉市長 
「海外との交流を進め若い人に広い視野を」 

◇横山久雅子白井市長 
「平和の大切さを知る事業を市民とともに」 

◇ 蕨和雄佐倉市長 
「核なき世界を目指して日々奮闘中」 

◇秋葉忠利広島市長 （特別参加） 
コーディネーター  舘 正彦（編集者） 

●みんなでうたおう 
 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１９日(月)１４：００～１７：００ 

     十太夫福祉会館会議室 

「あらためて沖縄を考える」 

沖縄戦の事実を残そうと沖縄読谷村が村として住民

の証言を集めた。その中で語られる生々しい日本軍

による住民虐殺。渡野喜屋事件です。             

またもや基地の押し付けが繰り返されようとするいま、

あらためて沖縄を考える機会にしたいと思います。Ｎ

ＨＫスペシャルのビデオをもとに話し合います。 

定例駅頭宣伝 
◇ ７月は９日(金) 15：30～16：30 

流山おおたかの森駅 

  

カンパはこちらの郵便振替口座へ 

００１３０ - ５ - ４６４７３５ 口座名 九条の会流山 

＜参考＞千葉県内平和市長会加盟者 

千葉市、 我孫子市、いすみ市、市川市、市原市、

浦安市、 柏市、鎌ケ谷市、佐倉市、白井市、山

武市、匝瑳市、袖ケ浦市、銚子市、富里市、流山

市、習志野市、成田市、野田市、松戸市、八街市、

八千代市、四街道市、御宿町、一宮町、大網白里

町、酒々井町、東圧市、横芝光町、長生村、 


